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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
は
大
変
な
人
気
が
あ
る
そ
う

で
、
私
も
毎
朝
癖
に
な
っ
て
見
な
い

と
気
が
す
ま
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
方
言
が
面
白
く
、
驚
い
た

時
に
発
す
る
「
じ
ぇ
、
じ
ぇ
」
は
今

で
は
子
ど
も
も
真
似
を
す
る
ほ
ど
で

す
。
ち
な
み
に
富
山
で
は
驚
い
た
時

に
「
あ
わ
く
う
」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ほ
か
の
地
方
で
も
、
驚
い

た
時
に
思
わ
ず
出
て
し
ま
う
変
わ
っ

た
方
言
が
あ
り
ま
す
。
富
津
市
の
旧

富
津
で
は
、
驚
い
た
時
に
「
ち
ぃ
ー

せ
や
ー
」
と
今
で
も
言
い
ま
す
。
こ

れ
は
小
さ
い
意
味
で
は
な
く
、
「
す

ご
い
と
か
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
う

意
味
で
す
。 

 
 

 
 

 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

 
 

 

今
年
は
、
３
月
に
暖
か
い
日

が
続
き
、
桜
の
花
も
例
年
よ
り

一
週
間
以
上
早
く
満
開
に
な

り
、
例
年
の
時
期
に
花
見
を
予

定
し
て
い
た
方
は
、
当
て
が
外

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
富
山
の
桜
の
名
所
に
、

寿
薬
寺
の
枝
垂
れ
桜
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
と
寿
薬
寺
で
忘
れ
て

い
け
な
い
一
つ
が
、
児
童
文
学

者
で
抒
情
歌
「
ど
こ
か
で
春

が
」
を
作
詞
し
た
百
田
宗
治
の

墓
所
と
い
う
こ
と
で
す
。
百
田

宗
治
は
疎
開
先
の
北
海
道
札
幌

か
ら
昭
和

23

年
に
久
枝
の

「
中
島
別
荘
」
に
移
り
住
み
ま 

し
た
。
当
時
の
岩
井
町
の
百
田

宗
治
の
生
活
は
、
従
来
通
り
児

童
読
物
や
児
童
文
化
運
動
に
関

す
る
論
文
を
整
理
し
東
京
で
出

版
さ
れ
た
り
、
綴
方
教
育
の
指

導
、
講
演
旅
行
、
教
科
書
の
編

集
な
ど
に
力
を
そ
そ
ぐ
日
々
で

し
た
。
ま
た
、
「
安
房
の
子

供
」
と
い
う
児
童
作
品
を
載
せ

た
「
こ
ど
も
新
聞
」
を
房
州
日

日
新
聞
か
ら
発
行
し
ま
し
た
。 

 

昭
和

29
年
に
久
枝
か
ら
高

崎
に
家
を
求
め
て
移
り
住
み
ま

し
た
が
、
不
幸
に
も
病
に
侵
さ

れ
同

30

年

12

月

12

日
に
逝

去
、
数
え
年

63

歳
で
し
た
。

ど
こ
か
で
春
が
♭ 
百
田
宗
治 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わがふるさと富山㉕ 

遺
言
に
よ
り
「
海
と
富
士
山
の

見
え
る
」
美
し
い
丘
（
寿
薬

寺
）
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
お
墓

の
角
に
は
お
孫
さ
ん
の
百
田
仁

氏
に
よ
っ
て
「
ど
こ
か
で
春

が
」
の
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。 

（
ふ
る
さ
と
富
山
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
、
４

月
12
日
、
合
戸
の
福
満
寺
か

ら
登
る
富
山
登
山
道
に
、

四
・
六
・
八
・
九
合
目
標
識

（
※
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
く
の
方
に
富
山

登
山
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
昨
年
か
ら
調
査
を
行
い

設
置
し
た
も
の
で
す
。 

 

標
識
は
、
登
山
道
に
約

40

年
前
に
設
置
さ
れ
た
と

聞
き
ま
す
。
本
来
は
十
合
目

ま
で
全
て
あ
る
の
で
す
が
、

今
回
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

標
識
４
基
を
、
２
手
に
分
か

れ
て
運
び
設
置
し
ま
し
た
。 

          

ーふらっと通信ー 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」
の
平
成
25
年
度

総
会
を
、
４
月
20
日
富
山
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
来
賓
に
石
井
市
長
を
は
じ
め
地
元
市
議
会
議

員
、
平
成
24
年
度
富
山
地
区
区
長
会
長
・
同
副
会
長
、
25
年

度
選
出
さ
れ
ま
し
た
各
区
長
も
大
勢
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

予
定
し
て
い
た
４
議
案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（お孫さんの百田仁氏が建立した 
「どこかで春が」の詩碑） 

 

佐
野
会
長
を
再
任 

 
 

～
「
ふ
ら
っ
と
」
の
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
会
の
冒
頭
、
来
賓
の
石
井

市
長
・
鈴
木
市
議
会
議
員
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
議
題
に
入

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
に

は
沼
田
明
彦
さ
ん
を
選
出
し

て
、
平
成
24
年
度
活
動
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
、
規
約
の

改
正
、
平
成

25

年
度
活
動

 

地
域
の
課
題
を
自
ら
見
つ

け
、
解
決
し
て
行
こ
う
と
言
う

こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
協
議
会

で
す
。
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ

て
苦
労
を
乗
り
越
え
て
、
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（役員改選で選出された新役員メンバー） 

 平成25年度の活動計画 

・テーマ１ 交流のまちづくり 

・テーマ２ 安心して暮らせるまちづくり 

・テーマ３ 連携によるまちづくり 

・テーマ４ 先進地視察 

 など４つのテーマに基づいた活動を行うこ

とになりました。 

（詳しくは、３ページをご覧ください。） 

 

新
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
） 

 

▽
会
長
＝
佐
野
左
内 

 
 
 
 

（
高
崎
・
再
任
） 

▽
副
会
長
＝
戸
倉
勝
美
（
山

田
・
再

任
）
・
前

田

慶

子

（
平
久
里
下
・
新
任
） 

▽
会
計
庶
務
＝
川
名
修
（
市

部
・
新
任
）
・
笹
生
進
（
二

部
・
新
任
） 

▽
監
事
＝
山
田
和
矩
（
市

部
・
新
任
）
・
田
村
靖
夫 

（
久
枝
・
新
任
） 

計
画
及
び
収
支
予
算
、
役
員
改

選
の
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
楽
し
く
登
山
さ
れ
る
方
を
思
っ
て
標
識

を
設
置
す
る
会
員
） 

（
防
腐
加
工
を
し
た
勘
亭

流
文
字
の
合
目
標
識
） 

（挨拶する石井市長） 

 

岩
井
河
川
エ
コ
会
（
能
重
初
雄

会
長
）
主
催
の
平
群
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
４
月
23

日
、
旧
平

群
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
都
市
部

と
農
村
部
の
交
流
事
業
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は

フ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
歌

手
・
女
優
と
し
て
活
躍
中
の
葵
夏

海
さ
ん
が
、
「
里
見
の
剣
」
と

「
枇
杷
の
里
」
を
熱
唱
。
約
１
０

０
名
の
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 市役所新規職員も参加し 

岩井駅構内と駅前公園の草取りをする 
  
 「ふらっと」が、定期的に「いわい案内人の
会」と一緒に行っている岩井駅構内の整備作業
は、４月１８日、駅前公園内と構内花壇の草取り
を行いました。今回は、市役所新規職員５名が研
修として参加し、慣れない手つきで鎌を持ち、２
時間ほどの草刈作業に汗を流しました。 
  

 (

白
浜
の
里
見

香
華
の
舞
踊

が
歌
に
花
を

添
え
、
里
見
の
剣
を
熱

唱
） 

「
里
見
の
剣
」
と 

 
 

「
枇
杷
の
里
」
ほ
か
を
熱
唱 

 

～
葵
夏
海 

平
群
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
～ 

 

設
置
し
た
標
識
は
、

丸
木
で
長
さ
１
０
０
セ

ン

チ
。
文

字

の

彫

刻

は
、
ふ
ら
っ
と
の
協
力

会
員
で
市
部
に
お
住
い

の
川
田
正
孝
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
し
た
。 

※
合
目
標
識
は
山
岳
信
仰
に

基
づ
い
た
も
の
で
、
特
に

「
距
離
や
高
度
を
表
す
単

位
」
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。 

 富山
とみさん

登山道に合目標識を設置 

※
各
区
・
各
団
体
か
ら
の

行
事
予
定
「
富
山
の
こ
と

を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
」

は
、
今
号
は
お
休
み
し
ま

す
。 

 

今
年
の
春
、
富

山
小
学
校
に
入
学

し
た
児
童
数
は
41

人
で
、
市
内
12
校

あ
る
小
学
校
の
中

で
一
番
多
く
、
真

新
し
い
洋
服
を
着

た

新

１

年

生

が

初
々
し
い
姿
で
、

入
学
式
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
、
富

山
小
の
全
児
童
数

は
２
２
３
人
で
富

浦
小
に
次
い
で
２

番
目
に
多
く
、
こ
れ
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
る
運
動
会
が
楽

し
み
で
す
。
一
方
、
中
学
生

の
生
徒
数
は
１
０
７
人
で
、

市
内
７
校
中
５
番
目
で
す
。 

 

児
童
・
生
徒
数
が
減
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
よ
う
に
、
子

ど
も
の
数
が
増
え
て
、
地
域

が
賑
や
か
に
な
っ
て
く
れ
ば

い
い
で
す
ね
。 

市内小中学校での 

 富山地区の児童・生徒数の数は 
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富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ

ら
っ
と
」
は
“
住
ん
で
よ
か
っ
た 

住
み
続
け
た
い
富
山
”
を
目
指
し

て
、
平
成
23
年
４
月
に
発
足
し
、

３
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
こ
れ
ま
で
、
環
境
美
化
、
親

子
・
地
域
交
流
、
防
災
と
幅
広
い

活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

平
成
25
年
度
の
活
動
は
、
「
交

流
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
ほ
か
３
つ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
活
動
を
予
定

し
て
い
て
、
「
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
ふ

ら
っ
と
フ
ェ
ス

タ
ほ
か
、
「
安

心
し
て
暮
ら
せ

る

ま
ち

づ
く

り
」
で
は
、
防

災
講
座
の
開
催

ほ
か
、
「
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
各
行
政
区
と
連
携
し

た
活
動
な
ど
、
引
き
続
き
「
地
域

で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
」
を

推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
づ

く
り
を
担
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ざ
ま

な
団
体
と
連
携
し
て
、
「
富
山
な

ら
で
は
の
地
域
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 
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  4つのテーマに基づいた活動を予定しています 

「住んでよかった 住み続けたい富山」を目指

して、地域で支えあう仕組みづくりを進める 
      ～「ふらっと」平成25年度の活動が決まる～ 

  歳入総額 1,253,584円 

 歳出総額  804,021円 

 収支残額  449,563円 

        テーマ   具 体 的 な 内 容（太字は新規活動） 

交流のまちづくり 
 人と人のつながりや地域ににぎわいを創出

できるよう、地域住民が多数集まれるイベン

トを開催します。 

 富山のよいところを学びつつ、自然・歴史

を活かしたまちづくりを進めます。またハイ 

キングコースの案内看板等の整備を行いま

す。 

・ふらっとフェスタ 

・遊歩道案内板の作成 

・富山学講座の開催 

・浜芝保護による岩井 

 海岸保全 

安心して暮らせるまちづくり 
 花の植栽や公共施設等の清掃を行い、地域

住民に景観形成に対する意識の高揚を図ると

ともに、快適に暮らせる生活空間の形成をめ

ざします。 

 少子高齢化などの地域の実情を踏まえ、地

域とともに助け合い，地域で支えあう仕組み

づくりを、地域住民、既存団体などと連携し

進めます。 

・市部バイパス彼岸花の 

 植栽 

・花いっぱい運動 

・公共施設等の清掃作業 

・高齢者料理教室 

・高齢者を対象とした 

 便利屋の検討 

・防災講座の開催 

連携によるまちづくり 
 行政区など地域の声に耳を傾け、地域のニ 

ーズの把握をし、今後の活動の参考としま

す。 

・各行政区と連携し 

 た活動 

先進地視察 

 

・先進的な事例を学び、これからの活動をより

よいものにします。 

 「ふらっと」の平成２４年度決算を報告します 

○活動費交付金は活動そのものにかかわる 
 市からの交付金です。 
 
○寄付金は富山小学校開校記念イベント 
 寄付金です。 
 

                    

 

３
月
の
人
事
異
動
で
、
赴
任
し
ま
し
た
高

橋
宏
之
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
地
理
も
わ

か
ら
ず
パ
ト
ロ
ー
ル
に
苦
労
し
て
い
ま
す

が
、
皆
様
に
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
一
員
と
し
て
溶
け
込
め
る
よ
う
精
い
っ
ぱ

い
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

先
月
、
館
山
市
内
で
還
付
金
詐
欺
が
発
生

し
、
２
名
の
方
が
多
額
の
お
金
を
だ
ま
し
取

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
犯
人
は
、
市
役
所

の
職
員
を
名
乗
り
電
話
を
か
け
「
保
険
料
の

過
払
い
金
が
あ
る
」
な
ど
と
甘
い
言
葉
で
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
誘
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て

言
葉
巧
み
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
て
し
ま
う

の
で
す
。
「
還
付
金
が
あ
る
」
な
ど
の
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
落
ち
着

い
て
対
応
し
、
す
ぐ
に
警
察
に
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。 

 

私
が
高
崎

駐
在
所
員
と

し

て
、
ま

ず

一
番
に
取
り

組
み
た
い
の

が
、
犯

罪

に

強
い
地
域
づ

く
り
で
す
。 

 

そ
の
た
め
皆
様
の
お
宅
に
伺
い
、
防
犯
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
管
内
で
発
生
し
て
い
る
事
件

事
故
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

一
丸
と
な
っ
た
犯
罪
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
長
い
お
付
き
合
い
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
駐
在
所
員
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  高崎駐在所 
    高橋宏之さん 

犯
罪
に
強
い
地
域
づ
く
り
に 

 
 

 
 

 
 

取
り
組
み
ま
す 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
㉑ 

 平成2４年度の歳入は、主なものは下の表のように

市からの活動交付金と前年度繰越金です。歳出では、

総務費でふらっと通信紙代などの事務費が、事業費で

は彼岸花植栽、防災講座などに係る消耗品費が主なも

のです。またふらっとフェスタは、協賛金等をいただ

き開催しました。 

 ○歳出総務費は、「ふらっと通信」用紙代等 
  事務費の購入や視察研修会経費が主なもの 
  です。 
 
 ○歳出事業費は活動に係る経費で、主な活動 
  は、次のとおりです。 
 ・ひまわり花いっぱい運動（５月） 
 ・富山国保病院の草取り作業（６/１９） 
 ・彼岸花植栽イベント（７/１４） 
 ・富山小開校記念イベント（８/２５） 
 ・ふらっと防災講座（１０/２１） 
 ・先進地視察研修（１１/３０）             
 ・つうしん30号記念号発行（１月） 
 ・駅構内花の植栽（５月～３月）   
 ・富山合目標識設置（３月）                                               
              などです。            
 
 

 

活動費交付金 
 720,900円 
   57％ 

前年度繰越金 
 473,364円 
  38％ 

雑収入 
46,320円 
 ４％ 

寄付金 
13,000円 
  1％ 

歳入決算額 

 

歳出総務費 
 298,476円 
   37％ 

歳出事業費 
 505,545円 
   63％ 

（
富
山
小
開
校

記
念
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
。
昨
年

８
月
） 

（白鳩保育園児と市部

バイパスに彼岸花を植

栽。昨年7月） 

（地域の交流深めたフェスタ 

昨年8月） 

歳出決算額 


